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î
° l
. 

’
，

•

p
=

〔
{
A

IC
2

±
i?

-
c

}
2
〕

■

_
„
〉

(2
1
)-

■■ V.

■ %
>

v
>

%

-
 

、

. .
• ;

.が
政

り

立

，
つ

も

の

と
考
.
.へ

ら

れ

る
。

'
 

バ

，

薄

1.)

.

「

貯

蓄

ど

授

資

：

一
:

へ
'
:r

:

.
 

'

,

,

,
: 

.
〔

■::

.
バ
. 

A

資

本

騰

論

，
の

立

場

_

.
ら
物
價
水
準
の
决
定
を
論
じ
た
も
.
の
に
？ 

次
の
如
き
ケ
イ
ジ
：ス
式
が
ぁ
る
。

.'

.
■
•

.

内

1

丨

>

I

d

l

( 2
1
)

併
し
、
ケ
ィS

ズ
式
に
於
て
.は
、
利
潤
0

は
返
藏
さ
れ
て
流
通
‘ 

面
に
現
れ
て
來
な
い
こ
と
が
、
暗
々
裡
に
假
定
さ
れ
.
て
居
る
の
..で 

あ
る
が
Q

が

貯

蓄

に

も

消

费

に

も

向

け

^-
れ

な

い

そ

ま

ふ

假

定

は 

勿

論
’許
さ
る
ベ
き
性
質
の
も
の
で
乜
な
い
。
從
.つ
T.
s

は
芯
に
對 

し
‘
て
の
み
ば
ら
す
、
场
+

Q)

に
對
し
て
定
義
さ
る
べ
き
で
あ
り 

(

21)

式
は(

22)

式
：の
如
く
に
修
疋
ざ
る
べ
き
で
あ
る
。

J
E
7
+

C )
: 

'

M

丨

S
(2

2
)

O

 

H
 

o

貯
蓄
i

:
投
資
の
關
係
に
就
て
尙
若
千
の
疑
問
が
殘
る
が
，
此
處
で 

は
、

ー
應
22
>

式
に
'0
:

り
分
析
を
進
め
ょ
ぅ
。
現
金
殘
髙
の
額
が 

僅
少
な
:̂

と
'き
は
、
貨
幣
的
'%

衡
が
維
持
さ
れ
て
居
る
際
に
は
>
 

ズ
を
利
率
と
す
れ
ば
、
次
式
か
ら
成
り
立
つ
べ
き
で
ん
る
0 

.

.

.

.d/p 

i

培

動
m
鸫
濟
學
と
物
m
指
数

四

(

九
！
3



,

’動

態

經

濟

學

と

辕

指

數

一

.

い

'

蔻
レ
、.
此
の
値
が
マ
ィ
ナ
ス
一
で
な
け
れ
ば
ノ
限
界
貯
蓄
性
向
，及 

び
限
界
投
資
蚀
向(

企
業
佩
の)

は
共
に
邊
と
な
ら
す
、
支
ル
蟥
張 

i&

と
、
坐
產
者
側
の̂

戴
鹕
張
線
と.
が
乖
離
す
る
か
ら
で
ぁ
名。

• 

(

利
潤
率
の
變
化
は
、
•

物
慣
の
變
化
に
比
例
す
る
と
假
定
す
る
W
 

さ
ぅ
す
れ
ば,>
物
惯
辟
數
は
，

(

23)

式

ょ

り
.
 

'

,v
o
l
.
"

. 
_(24) 

ノ
 

,

•と
な
る
.0
.

ご
れ
ょ
り(

24)

式

に

.
代

入

す

れ

ば

坐

產

指

數

を

計

笕

し
 

#:

る

。
：
；
：

:«
!

ル̂

^

^

通
#

指
馨̂

^

篇
す̂

場
合
|:
.

樣
、̂

4

ジ
.： 

ズ
の
如
く
新
投
資
を
考tt
す
る
丈
で
な
く
、
總
計
截
資
木
を
計
®

 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ'0
坐
者
指
數
0

U

は
、

_ 

•、
 

•
5
7
1
.
+
Q
1

四
四

0
。
*

H

-̂
ka

,tg
o

+

ぬc

と
な
る
。
こ
の
際.
名
と
S

は
等
し
い
か
ら
、
第
二
項
は
現
れ
て
來 

な
い
。
次
に
貯
薔
と
投
資
と
が
不
均
等
で
あ
る
が
>
然
も
共
の
比 

が
一
足
な
る
場
合
が
あ
る
。
此
の
ど
，き
に
は

(

23)

式
は
成
立
し
な
，
 

い
の
で
あ
る
が
、
然
も
、
兩
教
の
比
が
 

一{
疋
な
る?:
め
に
は
、
消

_

侧

支

出
_

線

と

生

遨

者

側

坐

賣

雪

張

線

麥

は

|

1線

：

で
な
け
れ•
は
な̂

ぬ
。
こ
の
た
め
に
は
、

•

1

.

•
 

w

.

y

 

J

y
 

s

 

' 

..

な
る
關
係
が
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

貨

幣

的

，均

衡

-
•
に

於

て

C

 

九
te
l

)

も
勿
論(

2f
i

)

は
成
立
す
る
。

)

其
處
で
"

J
 

=

 

a
co

と
す
れ
ば
、
こ 

の
場
合
に
は、
'

が
成
立
す
る
。
而
し
て
、
'

.

般
の
場
合
に
はI
0"

a

s

s
 

/
I
n
s

,

f f 

る
と
き(

26)

式
か̂

考
へ
れ
ば
次
式
が
成
立
す
る
で
あ
ら
，

9

。

.: 

d
+

1
1

.

)

：

f

00

:

職

獲
1

個

參

武

に

，
よ

り

4

.

證
數
及
び
生
產
指
數
を
計
簕
す
：
 

る
こ
と
が̂
:

來
る
。
刺
子
率
に
關
し
て
は
、

一

-

般
に
行
は
れ
て
居.
. 

る
様
に
商
業
手
形
の
利
子
歩
合
を
と
れ
ば
ょ
V

。
以
下
に
於
て
右 

:

^

公
式
來
上
ぢ.
贊
際
亿
奸
藤̂

行
づ
匕
見
上
ぅ
。
投
資
上
貯
蓄
' 

?

ど
：は
當
然«

〕

<£
)

場

：
八

瑪

も

計

晝

游

蓄

.

と
.

計
畫
殺
資
の
意
味
に
解. 

き
る
ベ
き
で
あ
る
。
笫
一
表
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
資
の
比
は
、

(

拙 

.

;«
.「

累
_

涎
«

^

|
:̂

經
；過
分̂

0

:

&

應
蓊
敫
，
4

<

學

證

濟

學

部

發

行

.
， 

.

パ
/
ノフ
レ
ッ
ト
に

於
て
.
Hl
'

â
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